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十脚甲殼類を用いた古環境の復元

柄沢宏明零

sawa,1990)｡瑞浪層群の十脚甲殻類群の詳細について

は稿を改め書くつもりでいるが，それを用いた古環境

の復元について簡単に述べたい。

瑞浪層群での十脚甲殻類化石の産出状況には明世

～生俵累屑の各部層を通じ特定の傾向があり，現在ま

でに6つの十脚甲殻類群集が識別されている（第1

図)。そして，すでに柄沢（1990）力篭まとめたように，

現生十脚甲殻類の生態に基づいて推定した各群集の群

集古生態はわかっているので，それから瑞浪層群の古

環境変化（古水深・古水温）を示してみた（第1図)。

結果として，十脚甲殻類化石に基づいて求めた古環

境変化と，すでに糸魚川（1980）によI)求められてい

る軟体動物化石による古環境変化とはある程度の整合

性があることがわかった。しかし，十脚甲殻類に基づ

く古環境変化の方は，軟体動物の方に比べるとかなり

粗く表現されている。これは，サンプリングの精粗の

差・産出量の違いによるものである。

瑞浪層群の場合は十脚甲殻類を用いた古環境の復元

において特異な例の一つであり，通常の場合，一つの

堆種盆におけるこのような研究は難しいだろう。

西南日本の潮間帯泥底群集の例

柄沢（1990）は，西南日本の中新統からは現在まで

に先の瑞浪層群から識別した群集を含めて16の十脚甲

殻類群集を識別し，その層序分布をまとめた（第1

表)。そして，水深･底質により定義される環境条件を

一定とし，群集の変化をとらえようと試みた。潮間帯

から上部浅海帯の群集において前期中新世と中期中新

世を境とする群集の変化を明瞭に認め，一方，下部浅

海帯以深において前～中期中新世を通じ群集力茸変化せ

ず存続することから，この変化は古水温あるいは海洋

古気候の変化を反映していると見なした。

更に，特に前期中新世と中期中新世での変化の著し

い潮間帯泥底群集について議論した。潮間帯泥底群集

は前期中新世で1群集，そして中期中新世で4群集を

識別している(第2表)。中期中新世の群集中には前期

中新世の群集に比べると熱帯から亜熱帯生活者力ざ多く

認められ，熱帯のマングローブ沼生活者のZylα〃ss""

はじめに

十脚甲殻類はカニ，エビ，ヤドカリそしてアナジャ

コの仲間を含む分類群のことであI),現在の海域の主

要なマクロベントスの1つに挙げられる。 しかし，甲

殻類の化石といえば蔓脚類・貝形類の仲間がよく知ら

れ，そして研究されているように，十脚類の化石につ

いての研究は，その産出が稀であることを主な理由と

して国内での研究は多くない。むしろ， こういった十

脚甲殻類が残したものを含んだ生痕そして生痕化石の

研究（生痕研究グループi 1989)の方が多いのが現状

である。未だこうした十脚甲殻類化石資料の蓄積が少

ないのが問題であるけれども，今回は，十脚甲殻類化

石の古生態を用いた古環境の復元の2， 3の例を紹介

したい。

瑞浪層群の例

岐阜県の土岐・瑞浪市に分布する下部～中部中新統

瑞浪層群は多種多様の化石を産することで有名であり，

また各分類群の化石の研究， とりわけ軟体動物化石の

古生態学的研究が最も進んだ地域である。十脚甲殻類

化石も多数のものが蓄積されており，国内でもまとま

った資料がある地域の1つに挙げられ， これまでに49

種の十脚甲殻類化石の産出が知られている(Kara
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第1図瑞浪層群の十脚甲殻類集と古環境
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第2表潮間帯泥底群集の構成種。 ＊聯群集。UPO,

"QgE6〃"た""α"z宛"s応群集;THA, Zｿ'αjtzs‐

s”αα"0"zα〃群集;CAL,Qzﾉ伽邦assIzsp. 3群

集;MAC,〃"cmp肋α〃"ZJS Sp.群集;MIO,

j"oses"wz"j"o""-H""CEsp.群集。●，熱

帯系種；△，熱帯，亜熱補系種。 （柄沢，

1990)。

第1表十脚甲殼類群集の層序分布． ＊＊1，潮間帯

泥底群集；2，上部浅海帯砂・泥底群集； 3，

上部浅海帯砂底群集； 4，上部浅海帯砂・礫底

群集； 5，上部一下部浅海帯砂底群集； 6，下

部浅海帯泥底群集； 7，下部浅海帯一半深海帯

上部泥底群集。 （柄沢， 1990)。
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第2図中期中新世初頭(16-15Ma)の日本の古地理

（千地ほか， 1989）と潮間帯泥底群集の分布。

1,Qzﾉ伽泥ass" sp. 3群集; 2, Z〃α"ss伽α

""o"""群集; 3,"""c?""〃犯"Ssp.群集；

4,Mioses""zαノ"07ziczz-HIzz""sp.群集；

5，陸域。 （柄沢, 1990)。

④
口
▲
△
目

ク
０
〃
ｒ
グ

ー
２
３
４
５

□△

I

－26－



第3図瑞浪層群明世累層狭間層産のカニーの足跡化石，

タイプ1， 1，×0．27：2， 3，×042.
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α"0""〃オキナワアナジャコを含むことで特徴づけ

られる。こういったオキナワアナジャコを含む潮間帯

泥底群集は中期中新世初頭の西南日本の日本海側に集

中しており （第2図)，これは，すでに糸魚川・津田

(1986)で議論されている，中期中荊泄初頭の西南日本

にマングローブ沼を立地させるような熱帯的古環境の

存在を支持するものといえる。

マングローブ沼のみならず潮間帯において十脚甲殻

類は垂直的に細かな帯状分布をすることがよく知られ

ている(Macintosh, 1987;生痕研究グループ，

1989)。そこで,西表島における現生種の垂直分布や生

痕研究グループ（1989）の研究等を参考として，中期

中新世に於ける潮間帯泥底4群集, Z加"ss""

α邦o畑α〃群集（オキナワアナジャコ群集)･MUc7"-

鋤α"Z"SSp.群集（オサガニ群集)･Qz""""sszzsp.3

群集（スナモグリ群集） ．A"りSm"7柳α戎z加"沈a-"""ce

Sp.群集（ミオセサルマーアシハラガニ群集)の垂直分

布の違いを考えてみたい。現生種との垂直分布と各化

石群集の構成種の比較から，恥αﾉﾋ"SI伽αα"0""〃群集

が高潮亜帯・マングローブ帯を，そして，残り3群集

が中・低潮亜帯すなわちマングローブ周辺相を示すも

のであると推定される。

潮間帯の生物相は，浅海帯に比べると私たちにとっ

て身近で観察・研究がし易く，そのため潮間帯の化石

群集の古生態もより細かな精度で比較することが出来

る。

カニの足跡の例

柄沢・奥村・成瀬(1990)は瑞浪層群明世累層狭間

層の凝灰岩中に残されたカニの足跡化石を報告した

（第3図)。このカニの足跡化石は今泉（1967）により

報告された鮮新統仙台層群竜ノロ層のH""cgｶﾂ"e"s

j""と"s (アシハラガニ）のものとされる化石によく似

ている。しかし，産出層の古水深は，狭間層が60m前

後，竜ノロ層が潮間帯であって，当然，狭間層から産

したカニの足跡化石は潮間帯生活者のアシハラガニの

ものとは考えられない。

狭間層からは十脚甲殻類化石は乃加0"Msi"9E"s(ミ

ズナミマメヘイケガニ）が知られるのみで， これは第

1， 2歩脚で歩行するので明らかに形成主とは考えら

れない。そこで，狭間層堆積時の古水深及び岩相と十

脚甲殻類群集からこの足跡化石を残した形成主を類推

したい。狭間層の堆積深度と岩相から山野内層の

j"osgsα""αj"o""-Qz7℃"Qﾒ)kzrα刀吻"α群集（ミ

オセサルマームカシエンコウガニ群集）の構成種が形

成した可能性が考えられる。この群集は15種前後から

織成され，それと， カニの足跡化石のサイズから判断

すると，群集の主要構成種である"ioses"""j"0"-

jcIZ,Qz7℃伽”此Z節α犯吻""2種あるいはQz"cgγ伽'・

邸加“（イトイガワイチョウガニ),Cﾙαg"i (カエデ
イチョウガニ）が形成した可能性が高いと判断される。

Glaessner(1969)が報告したゾルンホーヘンの十脚

甲殻類の足跡化石は，好運なことにその形成主と共に

残されていてイセエビ下目の"""〃姉《s〃犯一

“"α"α恥がその形成主であるとわかっているが，こ

れは稀な例である。

おわりに

本稿は，豊橋市自然史博物館で開催された化石研究

会1990年例会・ ミニシンポジウム古環境の復元“甲殻

類を使って，'で講演した内容をまとめたもので，詳し

くは以下の文献を参考として頂きたい。

投稿の機会を与えてくださった東京大学医学部の犬

塚則久博士，原稿に目を通して頂いた名古屋大学理学

部の糸魚川淳二教授に感謝します。
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